神⼾薬科⼤学1年生の意識調査 : 薬学教育制度変⾰期における薬学⽣の意識変化 by 長嶺 幸子
神⼾薬科⼤学１年⽣の意識調査
―薬学教育制度変⾰期における薬学⽣の意識変化―


























































































































































⼊学年度 男⼦学⽣（％） ⼥⼦学⽣（％） 10代（％） 20代（％）
平成17年度 34 66 93 ６
平成18年度 35 65 91 ９
平成19年度 35 65 90 ９
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考 察
平成18年に薬学部６年制が発⾜し、薬学部では有能な薬剤師育成を社会から
求められている。医薬分業の進展や、平成４年の第２次医療法改正では、医師、
⻭科医師、看護師とともに薬剤師も医療の担い⼿として法的に位置づけられた
こと、また平成18年の第５次医療法改正では、「調剤を⾏う薬局」が医療提供施
設として位置づけられたように、薬剤師を取り巻く環境が⼤きく変化してきて
いる。そのため従来の薬学教育に不⾜していた社会薬学系や医療系の科⽬がカ
リキュラムに組み込まれるようになった。また「薬学⽣として学習に対するモ
チベーションを⾼める」、「医療への期待感や使命感を養う」あるいは「将来医
療の担い⼿となる⾃覚を持つ」といった動機付け教育の⼀環として早期体験学
習なども組み込まれるようになった。しかし学⽣のモチベーション向上につな
げるには、どのような教育を、どのように⾏えば良いのか、まだ検証されてい
ない。これらの検証を⾏うには、まず学⽣の考えていることや、何を求めてい
るのかを知ることが必要である。薬学⽣の気質を知る⽬的で４年間にわたるア
ンケート調査を⾏った結果について、本稿で以下のような筆者なりの考察を試
みてみたい。
薬学部に進学する⽬的を調査したところ、「薬剤師になりたいから」という積
極的な動機で薬学部に進学してくる学⽣の割合は、４年制、６年制のいずれも
約４割程度と考えられる。薬学部への進学動機については、４年制と６年制の
学⽣で、あまり変化していないということになる。有能な薬剤師の育成を掲げ
ている６年制の薬学部に⼊学してくる学⽣の⽬的にあまり変化がないというこ
とは、６年制になってまだ⽇が浅いということも関係していると思われるが、
薬剤師の職能そのものが、まだ世間からそれほど⾼く評価されていないことと
も関係していると考えられる。
そのほか薬学部進学⽬的のところで、「就職率が良い」という回答肢を選んだ
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学⽣の割合は年々減少しており、薬学に対するイメージの設問でも「就職率が
良い」というイメージは有意に減少してきている（差の検定、p ＜0.01）。また
「活躍できる分野が広い」という薬学に対するイメージでも、４年制の学⽣に
⽐べて、６年制の学⽣では有意に減少傾向を⺬していることがわかった（差の
検定、p ＜0.01）。
４年制薬学部の学⽣の⾃由意⾒の中に、「薬学は理学関係の職業にほぼ対応
できる」、「社会にでて、幅広い分野で活躍できる」に代表される意⾒や「就職
しやすく⽐較的楽な仕事」、「年をとっても続けられる仕事」あるいは「資格を
とれば休職してもすぐに復帰できる」といった意⾒が多く書かれていた2)。ま
た６年制薬学部の学⽣の⾃由意⾒の中にも、「安定した職業」や「将来性のある
仕事」「就職に有利」「絶対職に就ける」といった意⾒が書かれていたが、資格
をとればそれで⼀⽣安泰と考える学⽣は少なく、「薬についての⾼度な知識が
必要になってきているため⼀⽣勉強し続ける」や「薬剤師になるまでも、なっ
てからもずっと勉強が⼤変」といった意⾒も書かれていた3)。このことは、学
⽣は社会情勢を理解し、医療のなかで薬剤師に求められているものをある程度
理解しているものと考えられる。
平成15年に⾏った神⼾薬科⼤学の学⽣と、甲南⼤学経営学部の学⽣の⼤学進
学にあたり、もっとも影響を受けた⼈の意識調査の結果では、薬学部の学⽣は、
「両親」と回答した学⽣の割合は37％、経営学部の学⽣は11％と回答しており、
薬学部の学⽣の⽅が⼤学進学にあたって両親の影響が⼤きいことがわかっ
た4)。平成17年から平成18年の４年間の調査結果をみると、⼤学進学にあたっ
てもっとも影響を受けた⼈の項⽬で、「両親の影響を受けた」と回答した学⽣の
割合は38％、37％、42％、44％（平成17年、18年、19年、20年）となり、統計
的には有意な差は⾒られなかったが、年々増加傾向を⺬していた。平成17年に
６年制の薬学部への進学の意思について調査を⾏った結果では、「進学しない」
と回答した学⽣は21％、「わからない」と回答した学⽣は37％であった。６年制
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薬学部への進学を選択しない理由として「６年間は経済的に⼤変だから」と回
答した学⽣がもっとも多かった（Fig. 12）。このような状況を考えると、特に私
学の薬学部では、経済的な問題もあり、薬学部進学にあたり両親の意向が⼤き
く影響を及ぼすものと考えられる。
また⾃由記述で、薬学や薬剤師に対するイメージを書いてもらったところ、
６年制になってからは、医薬分業やチーム医療などについての薬剤師の積極的
な役割についての意⾒が多くみられた。また「６年制になったことで、さらに
責任感や重⼤感が問われる仕事だと思う」、「医師と共に活躍する⼤変責任のあ
る仕事」といった意⾒にみられるように、薬学部が６年制になったことで、薬
剤師の仕事に対する意識に変化が感じられた3)。
これらと同様のコメントは、平成18年、19年にも多くみられた。６年制薬学
部の学⽣の⾃信、⾃負⼼の表れと考えられる。
⼀⽅、このような意⾒とは反対に、６年制薬学部に⼊学してきた学⽣の中に
も「病院で薬の袋詰めをしている⼈」、「存在感がうすい」、「医師が決めた薬だ
けを調剤する仕事」といった従来からよく⾔われていた「姿の⾒えない」薬剤
師像を抱く者もいた。しかし以前と⽐べるとそのようなマイナスイメージを持
つ学⽣は、６年制に移⾏してから減少してきている。
特に６年制３年⽬の平成20年度の⼊学⽣では、「⼈の⽣死に関わる責任の思
い仕事、だからこそ⾼度な技術や深い知識が求められている仕事」、「薬剤師の
仕事は医療現場で医師や看護師と協⼒し、患者にもっとも適した治療法を探す、
⼈を助ける仕事」といった、薬剤師に社会から強く求められているような薬剤
師像を抱いている学⽣が増えてきた3)。これから育成していかなければならな
い薬剤師のあるべき姿をしっかりと認識している学⽣が増えてきていることを
伺い知ることが出来る。
従来、医療の現場にいながら、薬剤師はモノ（薬）と向き合うことが仕事の
⼤部分を占めていた。したがってチーム医療や服薬指導といった⼈とのつなが
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りを求められる分野が苦⼿であるといったイメージが強かったが、薬学教育６
年制が始まり、また社会から医療⼈としての役割や医療提供施設としての薬局
の役割を求められるようになり、薬剤師の意識が変化してきている。このよう
な社会環境の中で、学⽣の意識も医療⼈としての認識は４年制薬学部の頃とは
変化してきている。医療⼈に必要な資質についての調査では、「責任感」、「忍耐
⼒」、「思いやり」、「協調性」、「コミュニケーション⼒」、「問題発⾒・解決能⼒」
の６項⽬については、４年制の学⽣に⽐べて６年制の学⽣では、これらの資質
が薬剤師にはもっとも必要と考える学⽣が有意に増えている（Fig. 16、p ＜
0.05）。
６年制薬学部の学⽣では、多くの学⽣が薬学を学ぶことの意義を理解してい
ることが伺える。しかし⼀部の学⽣は、薬学を学ぶことにそれほど意義を感じ
ておらず、進学⽬的にしても「親が勧めたから」と回答する学⽣もいて、意欲
のない学⽣もいる。６年制が始まって時間が経つにつれて、学⽣も社会も薬剤
師、薬学に対して⼀定の認識を⺬すようになり、徐々に薬剤師の職能に対する
認識に変化がでてきている。そのような社会の動きが、医療⼈に必要な資質に
ついての調査からも伺えるように、薬学⽣の意識にも少しずつ変化を及ぼして
いることがわかってきた。薬学部６年制になったことで社会から求められるも
のも多くなり、学⽣にも⾃負⼼が芽⽣えてきたと考えられる。
『学習意欲の⼼理学』5)の著者が、その著書のなかで「⾃ら学ぶ意欲」、即ち「内
発的学習意欲」を⽀えているのは、有能感、⾃⼰決定感と他者受容感の３つの
要素であると述べている。また、有能感とは「⾃分は勉強ができるんだ」とい
うような気持ちであり、⾃⼰決定感は「⾃分のことは⾃分で決めているんだ」
という気持ち、他者受容感は「⾃分はまわりの⼤切な⼈から受容されているん
だ」という気持ちであると、この著書の中で述べている。また「他者受容感」
によって「有能感」や「⾃⼰決定感」が育成されるという。
内発的な学習⾏動は「有能感」と「⾃⼰決定感」という２つの源に⽀えられ
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て、積極的に外界へ働きかけ、知的好奇⼼、達成、挑戦という学習⾏動となっ
ていくと考えられている。薬学を学ぶ意欲を持たせるような動機付け教育を⾏
うには、まさにこの内発的学習意欲を⾼めることが重要である。学⽣の⾃由意
⾒の中に、「６年制になったことで、さらに責任感や重⼤感が問われる仕事だと
思う」や「医師と共に活躍する⼤変責任のある仕事」といった記述にみられる
ように、６年制になって難しくなった薬学部に進むことが出来たという「有能
感」や６年制になったことで薬剤師の存在を認められたという「他者受容感」
が学⽣に「⾃負⼼」を形成していると考えられる。
６年制薬学部の学⽣の意識に、少しずつ変化が出てきているのは、６年制に
なったことによる「有能感」や「⾃負⼼」が⼤きく影響しているのではないか
と思われる。
薬学を学ぶことの意義や動機付けをさらに強く学⽣に認識させるためには、
薬剤師が⽬指すべき明確な⽬標や医療現場において薬剤師に求められる資質、
あるいは社会からどのような能⼒を期待されているかを理解させるような教育
がこれからの薬学教育に積極的かつ⼀貫して求められるべきものと考えられ
る。
註
１）⽇本薬学会 薬学教育カリキュラムを検討する協議会「⽇本薬学会 薬学教育モデル・カ
リキュラム」（2002）
２）薬剤師及び薬学に対するイメージ（平成17年度⼊学⽣）
薬剤師について ◦病院薬剤師などは薬を適正に使⽤してもらえるよう伝えるほかにも患者
とのコミュニケーションがとれる相⼿を思いやる気持ちが必要な仕事
◦正確かつ速く薬を調合し、説明する仕事
◦知⼒だけでなく倫理感を持った⼈が適している
◦資格のいる仕事
◦就職しやすく⽐較的楽な仕事
◦年をとっても続けられる仕事
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◦資格をとれば休業してもすぐに復帰できる（再就職しやすい）
◦⼿に職をつけたい⼥の⼈がとる資格
◦景気に左右されることのない職業
◦病院で医師の処⽅箋どおりに薬を調合する⼈
◦正確な知識、優しさを必要とする
◦⼥性が活躍できる仕事
◦安定した仕事
◦失敗の許されない仕事
◦⼈助けになる喜ばれる仕事
◦将来性のある仕事（⼥性であっても⻑く続けられる仕事）
◦⼥性が結婚しても⼦供はできても続けられる仕事
◦医師の補佐役
◦単純作業
◦最近役割が増えてきた
◦まじめで信頼がおける
◦地味（はなやかさがない、⽬⽴たない）
薬学について ◦薬学は理学関係の職業にほぼ対応できる
◦社会にでて、幅広い分野で活躍できる
◦薬のいらない健康な⾝体をつくるにはどうすればよいかを考える
◦どういうものから薬をつくり、その薬がどういう働きをするかについて
勉強するところ
◦化学を極めた学部
◦薬の名前や効⽤をひたすら覚える
◦むつかしい
３）薬剤師及び薬学に対するイメージ（平成18年度、19年度、20年度⼊学⽣）
薬剤師について ◦医薬分業が進⾏していて、薬剤師、薬学の役割が⾒直されている
◦薬で⼈助けができる
◦患者さんのために働く責任があり、やりがいのある仕事
◦スペシャリストである薬剤師は、⼈間と薬の両⽅にたずさわるとてもや
りがいのある仕事
◦⾼齢社会において不可⽋な存在
◦薬剤師の仕事は、⼈とのコミュニケーション能⼒が必要な仕事
◦薬剤師の仕事は医療現場で医師や看護師と協⼒し、患者にもっとも適し
た治療法を探す、⼈を助ける仕事
◦医療チームの⼀員として、患者さんに対して思いやりの⼼をもって薬を
通して治療していくイメージ
◦薬剤師は単に薬を調剤するだけでなく、医療チームの⼀員として患者さ
んに対して思いやりの⼼を持って薬を通して治療していくイメージ
◦薬剤師は⼈の命に関わる責任感が必要な仕事
◦⼈の⽣死に関わる責任の重い仕事、だからこそ⾼度な技術や深い知識が
求められている仕事
◦薬剤師は薬を扱っているだけでなく、⼈の健康を扱う仕事
◦薬を通して患者さんの病気を治す責任ある仕事
◦医療の現場で、⼈の役に⽴てる仕事
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◦豊富な知識が必要で適切な判断⼒をもって仕事に従事する
◦薬についての⾼度な知識が必要になってきているため⼀⽣勉強し続ける
◦薬剤師になるまでも、なってからもずっと勉強が⼤変
◦国家資格を取ることが出来、将来は安定している
◦６年制となったことでさらに責任感や重⼤感が問われる職業
◦家庭をもつ⼥性でも活躍できる仕事
◦病院とかで処⽅せんをみて薬を患者に渡したり、簡単な仕事
◦病院で薬の袋詰めをしている⼈
◦医師が決めた薬だけを調剤する仕事
◦存在感がうすい
◦医師より技能がなく、あまり患者と接点がない
◦職務内容にオリジナリティーがない
◦医師の指⺬に従っておけば無難に仕事がすむ
◦医療関係の仕事のなかでは、あまり⼈とのかかわりがない
薬学について ◦薬学＝化学、化学だけを学ぶものと思っていた
◦薬で⼈助けができる学問
◦６年制で難しく、薬についての専⾨知識を学ぶ
◦勉強が⼤変で卒業が難しい
◦６年制になりしっかり学べるようになった
４）⻑嶺幸⼦、⼤久保⼀徳、松家次朗、⻄村順⼆「神⼾薬科⼤学１年⽣の意識調査―甲南⼤学
経営学部１年⽣との⽐較検討―」、LIBRA ６号、61-74（2004）
５）桜井茂男『学習意欲の⼼理学』 誠信書房（2000）、第２章、第３章
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